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今
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立
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の
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マ
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今
年
の
夏
ま
つ
り
に
出
陣
す
る
立
倭
武
多
の
下
絵
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

製
作
者
の
三
上
員
輝
さ
ん
（
商
工
観
光
課
）
は
製
作
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
 

「私
た
ち
の
心
の
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
鬼
が
い
ま
す
。
今
、
身
の
ま
わ
り

の
鬼
を
退
治
す
る
た
め
に
勇
気
と
知
恵
を
出
し
立
ち
上
が
る
こ
と
を
願
』フ
」
 

と
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

下
絵
を
見
た
成
田
市
長
は
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
桃
太
郎
に
な
っ
て
、
内

に
あ
る
鬼
を
退
治
し

一
致
協
力
し
て
五
所
川
原
の
市
政
を
活
力
あ
る
も
の
に

し
た
い
。
こ
れ
こ
そ
今
の
時
代
に
あ
っ
た
テ
ー
マ
だ
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
 

製
作
は
、
四
月
か
ら
行
わ
れ
、
昨
年
運
行
さ
れ
た
「
親
子
の
旅
立
ち
」
と

と
も
に
、
こ
の
夏
運
行
さ
れ
ま
す
。
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役
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三
月
四
日
に
開
会
さ
れ
た
市
議
会
で

成
田
市
長
は
、
施
政
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。
 

そ
の
中
で
、
 「昨
年
は
立
侵
武
多
が

約
一
世
紀
ぶ
り
に
駅
前
を
運
行
し
全
国

的
に
多
大
な
反
響
を
呼
ん
だ
ほ
か
、
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
活
彩
あ
お

も
り
大
祭
典
」
に
も
出
陣
し
、
他
を
圧

倒
す
る
存
在
感
と
五
所
川
原
市
民
の
心

意
気
を
示
し
た
こ
と
で
、
大
い
に
本
市

の
知
名
度
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
”」
 

の
成
功
は
、
大
変
多
く
の
方
々
の
参
加

と
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
市
民
が
一
致
協力
す
る
こ
と
に
よ
り

や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
思
い
を
大
き
く

し
た
も
の
で
す
」
と
述
べ
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
市
民
の
参
加
と
協
力
を
も
と

に
引
き
続
き
「
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
調
し
、「厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
が
、
 

全
国
を
上
回
る
高
齢
化
の
進
行
や
空
洞

化
が
進
む
中
心
商
店
街
の
活
性
化
対
策

な
ど
、
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
た
、
 

む
だ
が
な
く
、
合
理
的
な
、、
効
率
よ
い

予
算
編
成
を
し
ま
し
た
」
と
表
明
。
 

今
年
度
の
市
政
運
営
に
お
け
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
 

平
成
十
一
年
度
 

施
政
方
針
を
表
明
 

⑨平成 11 年度 の主な事業 

都市基盤の整備コ 

◇松島会館建設事業 188,472千円

くンっがる西北五広域連合関連事業 

133,749千円 

◇個性と活力に満ちた雪国創造等事業 

1 12,291千円 

く＞広田橋架け替え事業 200,008千円

◇馬性橋架け替え事業 290,000千円

◇西部55号線（ハイカラ町）整備事業 

◇夏まつり立伝武多運行事業 

1 15,553千円 

◇立伝武多の館建設事業 5,075千・円 

（立侵武多の館の設計コンぺ） 

健康・福祉対策の充実」 

く＞病院群輸番制病院等運営事業 

34,309千一円 

◇地域福祉センター運営事業 

72,275千一円 （地域福祉センターをH 

43,947千円（歩道の段差解消など） 会福祉協議会に委託） 

◇狼野長根公園整備事業 5,352千円 ◇介護保険事業 	12,587千円 

461,088千円 

20,890千円 

◇千鳥市営住宅建替事業

◇松島市営住宅建替事業 プご み 対 策 事 業月 

基幹産業の振興 

◇転作営農確立支援事業 33,531千円

◇農業経営育成生産システム確立事業 

29,467千円 （防風網等の共同施設へ 

の補助） 

◇五所川原市航空防除組合補助事業 

6,680千、円 （ヘリコプターによる薬剤

散布事業に対する補助） 

◇水田麦・大豆等生産振興緊急対策事業 

38,467千円 （休耕田利用の水田麦・

大豆等に対する補助） 

く今あおもり野菜産地育成事業 

1,821千一円 

◇中心市街地活性化基本構想策定事業 

20,689千円 

◇一般廃棄物 終処分場整備事業 

28,650千円 （一般廃棄物 終処分場

内遮水層の表面に遮光シートを敷設） 

教育・文化の振興 

く＞（仮）統合小学校廻編穿事業 

467,681千円 

◇須恵器登窯跡群磁気調査事業 

5,000千一円 

◇スクールカウンセラー設置事業 

3,873千円 

◇適応教室設置事業 4,705千円 

（不登校児童・生徒の学校への復帰事業） 

◇心の教室設置事業 2,560千円 

（悩み、不安、 ストレス等を持っている中 

学生のカウンセリング） 

五所川原市役所 '35-2111 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
 

メ
係
ニテ
」
ガ
荷
，
ろ
、《与
，

、つ
 

一
 
園
芸

・
造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

一
 

に
』
 

婆
声
誓
三ご
「云
年
糾
旺
］二
一
一「h
？
語
4声
し
に
ン
「「
？
ノ《
にF

．
」
，七
一応
『
擢
津
）三
」
 

二
月
二
士
百
か

ら
三
月
二
日
の
七

日
間
に
か
け
て
 
「園
芸
・
造
園
ァ
シ
ス

タ
ン
ト
講
習
会
」
が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
 

ム
で
行
わ
れ
、
西
北
五
地
区
か
ら
二
十

人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
園
芸
技
術
を

学
び
ま
し
た
。
 

同
講
習
会
は
、
社
団
法
人
青
森
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
主
催

し
、
高
齢
者
を
対
象
に
各
種
技
能
講
習

会
を
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
参
加

者
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
庭
木
の
手
入
 
 れ

、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
病
害
虫
の
防
除

法
、
冬
囲
い
の
方
法
な
ど
の
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
 

参
加
者
の
一
人
、
姥
落
の
岩
測
ミ
ツ

エ
さ
ん
は
、
 「庭
い
じ
り
が
好
き
な
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
、
こ
こ
で
習
っ

た
技
術
を
生
か
し
て
ど
こ
か
の
庭
の
手

入
れ
が
出
来
た
ら
い
い
な
あ
」
 
と
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
の
資
格
の
更
新
を
行
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
更
新
を
希
望
さ

れ
る
方
は
年
会
費
三
千
円
を
ご
持

参
の
う
え
、
事
務
局
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
新
会
員
の
募
集
も
し
て

お
り
ま
す
の
で
六
十
歳
以
上
で
、
 

ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
働
き
た
い

と
い
う
方
は
、
年
会
費
三
千
円
と

写
真
、
通
帳

（
郵便
局
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
能
力

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

容
（3
4)8
8
4
4
 

囲
五
所
川
原
市
シ
ル
バ

ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
 

出
稼
農
業
者
 

就
労
先
指
導
 

相
談
会
 

三
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、
市

農
業
委
員
会
主
催
の
出
稼
農
業
者
就
労

先
指
導
相
談
会
が
鳴
海
秀
雄
農
業
委
員

会
長
が
出
席
し
、
東
京
都
足
立
区
の
同

シ
ン
ュ
ウ
建
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

桑
山
宗
教
代
表
取
締
役
が
同
席
し
、
 

当
市
出
身
者
の
八
人
を
含
む
本
県
出
身

者
十
一
人
と
膝
を
交
え
な
が
ら
、
農
業

委
員
会
業
務
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

後
に
、
参
加
者
ら
は
会
長
に
雪
の

様
子
や
田
植
え
時
期
な
ど
を
確
認
し
て

帰
郷
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
0
 

笠
井
 
実
さ
ん
（桜
田
）
 

「農
地
流
動
化
の
促
進
」
 

な
ど
提
言
 

農
村
総
合
整
備
研
修
会
 

で
講
演
（
東
京
）
 

市
内
桜
田
の
稲
作
専
業
農
家
で
県
農

業
経
営
士
の
笠
井
実
さ
ん

（
六
二）
が
、
 

三
月
四
日
、
都
内
の
中
央
大
学
駿
河
台

記
念
館
で
開
か
れ
た
農
村
総
合
整
備
研

修
会

（助
農
村
開
発
企
画
委
員
会
主

催
）
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
 
「水
田
農

業
の
規
模
拡
大
と
課
題
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
笠
井
さ
ん
は
、
今
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
新
農
業
基
本
法
を
議
論

し
て
い
る
第
二
回
農
業
生
産
法
人
制
度

検
討
委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
全
国
か

ら
三
人
の
中
に
選
ば
れ
、
去
る
二
月
一
一

十
三
日
農
林
水
産
省
で
農
業
者
の
立
場

か
ら
法
人
化
問
題
に
つ
い
て
も
発
言
さ

れ
て
い
ま
す
。
笠
井
さ
ん
に
は
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

私
た
ち
は
豊
か
な
 

ニ
十
一
世
紀
を
目
指
し
ま
す
 

市
内
合
同
除
厄
祈
願
祭

三
月
七
日
、
市
内
合
同
除
厄
（
じ
ょ

や
く
）
祈
願
祭
が
市
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
今
年
大
厄
を
迎
え
る
市
民
百
五

十
五
人
が
身
を
は
ら
い
清
め
、
末
永
い

健
康
を
祈
り
ま
し
た
。
 

数
え
年
で
四
十
二
歳
に
な
る
男
性
と

三
十
三
歳
に
な
る
女
性
の
参
加
者
は
、
 

神
事
に
合
わ
せ
、
和
紙
で
出
来
た
人
形
 

（
ひと
か
た
）
に
息
を
吹
き
か
け
、
人

形
で
体
を
な
で
て
罪
や
け
が
れ
タ
移
し
、
 

神
妙
な
面
持
ち
で
か
し
わ
手
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
 

祭
事
後
に
、
高
杉
桂
吉
実
行
委
員
長

が
 
「私
た
ち
は
、
社
会
で
も
家
庭
で
も

大
き
な
責
任
を
持
ち
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
同
世

代
の
人
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
豊
か
な
一
一

十
一
世
紀
を
目
指
し
た
い
」
 
と
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
ま
し
た
。
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五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

公
（
3
5)
3
3
7
1
 長
尾
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銃
剣
道
の
受
講
生
募
集
 

公
（3
4)
94
6
7
 工
藤
常
四
郎

公
（
5
3)
2
2
63
 工
藤
 
勇
蔵
 

市
中
央
公
民
館
 
3
階
 
和
室
 

◇
対
象
者
 
老
若
男
女
、
未
経
験
者
の
 

方
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
内
容
 
指
導
法
と
し
て
手
作
り
の
譜
 

c
練
習
期
間
 
4
月

5
1
1月
ま
で
の
毎
 

面
を
使
っ
て
教
え
ま
す
。
ま
た
、
上

週
火
曜
日
・
木
曜
日
 
1
6時
5
1
8時
 

達
次
第
で
舞
台
に
も
登
場
で
き
ま
す
。
 

◇
募
集
生
徒
 
幼
稚
園
か
ら
小

・
中
・
 

高
校
生
ま
で
（男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
受
付
日
 
4
月
3
日
田
1
3時
5
1
4時

◇
受
付
場
所
 

サ
ブ
体
育
館

（
市
民体
育
館
隣
り
）
 

※
受
講
の
受
付
は
こ
れ
以
降
で
も
、
行

っ
て
い
ま
す
。
 

パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
 

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
 

公
（
3
7)
3
2
3
1
 飯
塚
 

初
心
者
の
方
に
も
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
 

ま
た
、
い
つ
で
も
見
学
は
可
能
で
す
。
 

民
謡
の
好
き
な
方
、
勉
強
し
た
い
方
、
 〇
毎
週
木
曜
日
 
1
0時
5
1
4時
3
0分
 

三
味
線
に
合
わ
せ
て
腹
の
底
か
ら
謡
っ
 

市
中
央
公
民
館
 

て
み
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
会
費
 
月
額
3
、
o
o
o
円
 

〇
毎
週
木
曜
日
 
1
9時
5
2
1時
 

（
講
師
料含
む
）
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前夜祭ではねぷたばやしに浮かれて
踊りだす人もあり大盛況ー・ 

第 5回五所川原全国凧揚げ大会が開かれ 
3 月13日の前夜祭、翌14日の本大会に東北
各州lの愛好会をはじめ遠くは大阪、奈良な
どから44団体約250人が参加してそれノぞれノ
自慢の凧を大空に飛ばしていました。 

O津軽の冬の風物詩 全国凧揚げ大会 

風が無く走って飛ばす参加者 

平成11年4月 1日 4 五所川原市役所 公35-2111 

市
消
防
団

（
加
納
金
作
団長
）
で
は
、
 

初
め
て
の
女
性
消
防
団
員
を
市
民
か
ら

広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
二
十
二
人
の
志

願
者
が
あ
り
、
三
月
＋
三
日
に
青
陽
園

で
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
団
は
、
団
員
の
高
齢
化
な
ど
で
活

動
が
停
滞
気
味
な
組
織
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
、
新
年
度
か
ら
女
性
消
防
団
員

を
加
入
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
防
火

運
動
（
の
参
加
や
高
齢
者
世
帯
の
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
、
防
災
に
対
す
る
啓
蒙

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
 

参
加
者
の
一
人
中
泉
の
山
内
初
子
さ

ん
は
、
 「女
性
で
な
け
れ
ば
気
づ
か
な

い
こ
と
や
男
性
が
い
な
い
時
子
供
や
老

人
を
守
る
の
は
私
た
ち
の
仕
事
で
す
」
 

と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

曾

意
の
花
か
で
ロ
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
ス
ナ
ッ
ク
の
ぶ
子

（
市
内川
端
町
五
七
ー
一
）
H
 三
万
千
六
古
五
十
八
円
。
 

⑥
五
所
川
原
消
防
署
へ
 

〇
全
労
済
五
所
川
原
地
区
共
済
会
（
白
川
政
則
会
長
）
 

H
寄
贈

（
火
の用
心
旗
三
＋
枚
、
旗
ポ
ー
ル
三
十
本
）
。
 

 

子供や老人を守るのは私たちの仕事です 

これから防火活動頑張ります 

 

 

女性消防団員激励会 

 

一
 

 

         

         

         

   

五所司原市消防団新女性消防団員激励公 

   

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
っ
 



I'翻蕩鋤縄加麟麟麟 
働く婦人の家は、職場と家庭との調和に役立つ知識や技能を身につけ、 自

分らしく、 心にゆとりと豊かさを持っていただくための各種講座・講演会を

開講しております。皆さんの積極的なご参加をお待ちしております。 

講 座 名 内 	 容 実施期間 実施時間 回数 募人
 
集
数
 

講 師 名 備 	考 

長
 

期
 
講
 

座
 

男の料理教室 

「簡単なものは自分で」という
目標で参加してみませんか。 
レパートリーを増やしたい方も
どうぞ。 

5月19日～ 
12月15日 

（第 3水曜日） 

18 : 30'- 
20 : 30 8

  
24 

・旬の野菜を使ったおそうざい 5月19日（オ k) 	 三 森 敬 子 

・山菜を使った酒の肴 6月16日（オ k) 	 桜庭 み よ 

・稲 荷 そ う め ん 	他 7月21日（オ k)   
 
今
 
さ
か
え
 

米
竹
三
 
塚
林

森
 
淳

恵
敬
 
子

子
子
 

・パ 	ス 	タ 8月18日（オ k) 
楽
 
弁

行秋
 
当

理
 

の
 
魚
 
料
 

 

9月22日（オ 

10月20日（ガ 

レ
へレ
、
 
 

、
I

J
 
、
！
ノ
 

・中 	華 	料 	理 

・お 	正 	月 	料 	理 

11月17日（オ 

12月15日（ガ 

レ
、
 
レ
、
 
 

、
ノ、
ー
 

 

	 長 岡 敏行 

三 森 敬 子 

遠州流華道教室 
家庭で職場でその技を生かせ
たら・・・。基本から指導します。 

5月21日～ 
7月 2 日 

（毎週金曜日） 

13 : 00- 
15 】 00 [I

  
20 鈴木はっ瓦 

竜謡を歌う教室 
歌の好きな方ならどなたでも
参加できます。 

6月14日～ 
7月19日 

（毎週月曜日） 

10 :（〕0~ 
12 】 00 6

  
30 花 田 隆 一 

たんぽぽ 
コーラス 

指 導 者 

気功（太極拳）教室 
筋肉や関節を和らげ、内臓の
働きを良くすると同時に精神
安定にも役立ちます。 

6月24日～ 
7 月29日 

（毎週木曜日） 

18 : 30- 
20 : 30 6

  
20 石岡 るり子 

丁 話 教 室 
手話を身にっけ、これからの
人生にボランテイアに役立て
てみませんか。 

8月19日～ 
9月30日 

（毎週木曜日） 

18 : 30- 
20 : 30 7

  
20 

青 森 県 
ろうあ協会 
五所川原支部 

小原流華道教室 
花に思いを映せる技術を身に
っけられたら 

9月13日～ 
11月 8 日 

（第 2・第4 
月曜日） 

18 : 30- 
20 : 30 にu

 
 

20 中 村千 恵 

短
 

期
 

講
 
座
 

郷土の味家庭料理 
軽理
り
 
に
の
入
 
け

々
て
 
た

料
 
伝
理
 
統
に
 

津
料
と
 
受
数

れ
 
継
を

み
 
が
家

て
 
れ
庭
は
 

 

6月 5日（土） 

9 : 30-'- 
12 : 30 にU

 
 

24  三 森 敬 子 

8月21日（土） 

10月 2日（土） 

一 11月6日（土） 

12月18日（土） 

24  竹林恵子 

24  工 藤 洋 子 

24  
24 

高橋みちよ

竹林恵子 

春 ・ 秋 
山野草観察講座 

森林浴を楽しみながら春と
秋の自然を幅広く学べます。 

5月14日（金） 9:00-46:00 
。
ノ
一
 

 
30 木村 	啓 

10月15日（金） 9:00--14:00 
和食テーブル
マ ナ ー 教 室 

おいしく、楽しく、美しく
食べれるマナ一を！ 

6月28日（月） 
18: 30- 

20 : 30 1
  

20 古川 勝 治 場所】ホテル
サンルート 

お菓子作り教室 
手作りならではのおもち類
からケーキまで。 

6月23日（水） 
9 	: 30--- 

12 : 30 (
J
 
 

24 未 	定 10月13日（水） 

12月22日（水） 

洋食テーブル
マ ナ ー 教 室 

両手でナイフ、 フオークを
上手に扱えれば食事も優雅。 

10月 8 日（木） 18: 30- 
20: 30 1

  
20 伊藤 	厚 

場所】阿爾デ
イナ一ルーム 

お正月花教室 
お正月にふさわしい花材で
気分も新たに 

12月27日（月） 
10 : 00- 

12 : 00 1
  

20 鈴木はっ倉 

共
 

催
 

老人介護講習会 
ホームへルパ -2 級課程 

（ただし、全課程に出席できる方） 
5月 7 日～ 

6月 2 日 
130時間 

●

1
  

20 財婦人 
少年協会 

老人介護講習会 ホームへルパ-3級課程 
6月14日～ 

6月24日 
55時間 

●

1
  

20 助婦人 
少年協会 

講 	 演 
介護保険そして私たちの老後 
～豊かなセカンドライフを 

過ごすために～ 
11 	月 未 定 一

 
 

一
 

 

松浦万里子 

◇日時・内容の変更もありますので、その都度、広報でお知らせします。 

◇講座受講時の託児サービス （無料） もしています。前もってご連絡ください。 

◇申し込み後の取り消しは、前日の午前中までにお願いします。 当日の取り消し、 または連絡 

のない場合は実費を頂くことになります。 

◇各講座はすべて、 県民カレッジの単位となります。 （但し、 共催事業を除く） 

⑥問い合わせ申し込み先 什討動く婦人の家 容35 8898 FAX35-8953 

5 平成11年4月1日 	五所川原市役所 公35-2111 



広域連合は、広域計画を策定し構成市町村はこれを尊重して事務処理

を行うことから計画の高い実効性を持っ等、今後ますます増えていくで

あろう広域行政への要望に対応するための有効な手段として、また国、 

県から直接事務や権限を受けられるため、地方分権の受け皿となること

ができるものです。 

6
 

五所川原市役所 容35-2111 	平成11年4月1日 

戦
後
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、
車

社
会
の
進
展
や
テ
レ
ビ

・
電
話
の
普
及

に
よ
る
生
活
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
 

住
民
の
生
活
圏
は
既
成
市
町
村
の
区
域

を
越
え
て
広
が
り
、
中
心
都
市
と
そ
の

周
辺
農
村
地
域
を
一
体
と
す
る
日
常
生

活
圏
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近

年
で
も
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
と
大
都

市
圏
（
の
人
口
流
出
に
よ
る
地
域
の
高

齢
化
等
様
々
な
問
題
が
深
刻
化
し
、
行
 
 

政
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
産
業
の

振
興
や
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
諸
施
策

の
展
開
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
社
会
経
済
情
勢
が
変
化
す

る
中
で
、
我
が
西
北
五
地
域
（
板
柳
町

を
除
く
十
四
市
町
村
）
で
も
昭
和
四
十

六
年
か
ら
西
北
五
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
を
設
置
し
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

今
後
更
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
広
域
行
政

需
要
（
の
対
応
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
 
 備

を
目
指
し
、
関
係
市
町
村
で
協
議
を

重
ね
、
各
市
町
村
議
会
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
五
日
県

内
で
は
二
番
目
と
な
る
、
つ
が
る
西
北

五
広
域
連
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

広
域
連
合
の
 

取
扱
い
事
務
 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
は
、
事
務

の
共
同
化
等
を
含
む
広
域
的
行
政
施
策

を
実
施
し
、
市
町
村
に
お
け
る
行
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
個
性

や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
広
域
連
合
の
取
扱
い
事
務
は
次
の

四
事
務
と
な
り
ま
す
。
 

①
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
等
 

②
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
及

び
実
施
並
び
に
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
の
造
成
と
基
金
運
用
益
を
活
用

し
た
広
域
的
ソ
フ
ト
事
業
の
実
施
 

③
介
護
保
険
に
か
か
る
介
護
認
定
審
査

会
の
設
置
及
び
運
営
 

④
広
域
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
な

事
務
に
係
る
課
題
の
調
査
研
究
。
 

今
後
の
動
き
と
し
て
は
、
規
約
に
基

づ
き
広
域
連
合
長
や
広
域
連
合
議
員
を

選
び
、
事
業
や
予
算
等
の
審
議
を
経
て

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
と
な
る
予
定
で
す
。
 

つ
が
る
西
北
五
 

広
域
連
合
規
約
 

目
 
次
 

第
一
章
 
総
 
則（第
一
条
ー
第
ーハ
条
）
 

第
一
一
章
 
議
 
会
（第
七
条
ー
第
十
条
）
 

第
」
軍
 執
行
機
関（第
十
一条
ー
第
十
六条
）
 

第
四
章
 経
 
費
（
第
十
七条
）
 

第
五
章
 
基
 金
（
第
十
八条
・
第
十
九
条）
 

筆
ハ
章
 雑
 
則
（第
一
一
十
条
）
 

附
 
則
 

第
一
章
 
総
 則
 

（
広
域連
合
の
名
称
）
 

第
一
条
 
こ
の
広
域連
合
は
、
「
が
る
西
北
五

広
域
連
合
（
以
下
「広
域
連
合
」
と
い
う
。）
 

と
い
う
。
 

（
広
域連
合
を
組
織
す
る
地方
公
共
団
体
）
 

第
一
一条
 
広
域
連
合
は
、
五
所
川
原
市
、鯵
ケ

沢
町
、木
造
町
、深
浦
町
、森
田
村
、
岩
崎

村
、
柏
村
、
稲
垣
村
、車
力
村
、
金
木
町
、
 

中
里
町
、鶴
田
町
、市
浦
村
及
び
小
泊
村
 

（
以
下
「関
係
市
町村
」
と
い
う
。）
を
も
「
 

て
組
織
す
る
。
 

（
広
域連
合
の
区
域）
 

第
」秦
 
広
域
連
合
の
区域
は
、
関
係
市
町
村

の
区
域
と
す
る
。
 

（
広
域連
合
の
処
理
す
る事
務
）
 

第
四
条
 
広
域
連
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

処
理
す
る
。
 

一
 広
域
市
町村
圏
計
画
の
策
定
並
び
に
当

該
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
及
び
連
絡
 
 

調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

ふ
る
さ
と
市
町村
圏
計
画
の
策
定
並
び

に
当
該
計
画
に
基
づく
事
業
の
実
施
及
び

連
絡
調
整
に
関
する
こ
と
。
 

一
 
介護
認
定
審
査
会
の
設
置
及
び
運
営
に

関
す
る
こ
と
。
 

四
 
広
域
に
わた
り
処
理
す
る
こ
と
が適
当

な
事
務
に
係
る
課
題

（
以
下
「広
域
的
課

題
」
と
い
う
。）
の調
査
研
究
に
関
す
る
こ

と
。
 

（
広
域連
合
の
作
成す
る
広
域
計
画
）
 

第
五
条
 広
域
連
合
の作
成
す
る
広
域
計
画
に

は
、
次
の
項
目
を記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

広
域
市
町
村圏
計
画
の
基
本
方
針
に
関

す
る
こ
と
。
 

広
域
市
町
村
圏
計画
に
基
づ
き
広
域
連

合
又
は
関
係
市
町
村
が
処
理
す
る
事
業
に

関
す
る
こ
と
。
 

一一
一
 
ふ
る
さ
と
市
町村
圏
計
画
の
基
本
方
針

に
関
す
る
こ
と
。
 

ふ
る
さ
と
市
町村
圏
計
画
に
基
づ
き
広

域
連
合
又
は
関
係
市
町
村
が
処
理
す
る
事

業
に
関
す
る
こ
と
。
 

介
護
認
定
審
査
会
の
設
置
及
び
運
営
に

関
連
し
て
広
域連
合
及
び
関
係
市
町
村
が

行
う
事
務
に
関
す
る
こ
と
。
 

広
域
的
課
題
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ

と
。
 

広
域
計
画
の期
間
及
び
改
定
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

（広
域
連
合
事
務
所
の
位
置
）
 

第
六
条
 広
域
連
合
の
事
務
所
は
、
五
所
川
原
 

,
 
.
 



別表第1（第17条関係） 

市 町 村 名 出 資 金 の 額 

五所川原市 225 , 	000 , 000円 

鯵 ケ 沢 町 24 , 	251 , ODOR 
木 造 町 33 , 	545 , 000円 

深 浦 町 18 , 	108 , 000円 

森 田 村 11 , 	964 , ODOR 
岩 崎 村 9,286 ,000円 

柏 村 11 , 	964 , 000円 

稲 垣 村 12 , 	594 , 000円 

車 力 村 13 , 	539 , ODOR 
金 木 町 21 , 	100 , ODOR 
中 里 町 21 , 	100 , DOOR 
鶴 田 町 27 , 	087 , DOOR 
市 浦 村 9,443,DOD円 
小 泊 村 11 , 	019 , 	DODF3 
合 計 450 , 	000 , DOD円 

区 	 分 負 担 割 合 

介護認定審査会に係る経費 
介護認定審査件数割 

100% 

その他の経費 
均等割
人 口割 

20 
80 

% 
% 

備考 人口割の算定は、直近の国勢調査の人口に
よるものとする。 

別表第2（第19条関係） 

吏
孟
有
木
町
十二
番
地
に
置
く
。
 

第
一一章
 
議
 会
 

（
広
域連
合
の
議会
の
組
織
）
 

第
七
条
 広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
（
以
下
「
広
 

域
連
合
議
員」
と
い
う
。）
の
定数
は
、
＋
五
 

人
と
す
る
。
 

（広
域
連
合
議
員
の
選
挙
の
方
法）
 

第
八
条
 広
域
連
合
議
員
は
、
関
係
市
町
村
の
 

議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
、関
係
市
町
村
の
 

議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
。
 

2
 
関
係
市
町
村
に
お
い
て
選
挙
す
べき
広
域

連
〈
暴
員
の
定
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

五
所
川
原
市
 

二
人
 

そ
の
他
町
村
 
各
一
人
 

3
 
関
係
市
町
村
の
議
会
に
お
け
る
選
挙
に
「
 

い
て
は
、地
方
自
治
法
（
昭和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
百
十
八
条
の
例
に
よ
る
。
 

4
 
広
域
連
合
の
議
会
の
解
散
が
あ
「た
と
き
、
 

又
は
広
域
連
合
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
選
挙
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

（
広
域連
合
議
員
の
任
期
）
 

第
九
条
 
広
域連
合
議
員
の任
期
は
、
関
係
市

町
村
の
議
会
の
議
員と
し
て
の任
期
に
よ
る
。
 

（
広
域連
合
の
議
会
の
議
長
及
び
副
議
長
）
 

第
十
条
 
広
域連
合
の
議
会
は
、
広
域
連
合
議

員
の
中
か
ら議
長
及
び
副
議
長
一
人
を
選
挙

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
議
長
及
び
副
議
長
の
住
期
は
、
広
域
連
合

議
員
の
任
期
に
よ
る
。
 

第
「
軍
 
執
行
機
関
 

（
広
域連
合
の
執
行
機
関
の
組
織
）
 

第
＋
一
条
 
広
域連
合
に
、
広
域
連
合
長
、
副

広
域
連
合
長
十
三
人
及
び
収
入
役
一
人
を
置

く
。
 

（広
域
連
合
の
執行
機
関
の選
任
の
方
法
）
 

第
＋
一
一
条
 
広
域
連
合
長
は
、
関
係
市
町
村
の

長
の
う
ち
か
ら
、関
係
市
町
村
の
長
が
投
票

に
よ
り
、
こ
れ
を
選
挙
す
る
。
 

2
 
前
項
の
選
挙
は
、広
域
連
合
の
事務
所
に

お
い
て
こ
れ
を行
う
も
の
と
す
る
。
 

3
 
副
広
域
連
合
長
は
、
広
域
連
合
長
が
広
域

連
合
の
議会
の
同
意
を得
て
、
関
係
市
町
村

の
長
の
う
ち
か
ら選
任
す
る
。
 

4
 
収
入
役
は
、広
域
連
合
長
が
広
域
連
合
の

議
会
の
同
意
を
得
て
、
関
係
市
町
村
の
収
入

役
の
う
ち
か
ら選
任
す
る
。
 

5
 
広
域
連
合
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
こ
れ
を
選
挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
広
域連
合
の
執行
機
関
の
任
期
）
 

第
＋
」
栗
 広
域
連
合
長
及
び
副
広
域
連
合
長

の
任
期
は
、
関
係
市
町
村
の
長
と
し
て
の
任

期
に
よ
る
。
 

2
 
収
入
役
の任
期
は
、
関
係
市
町
村
の
収
入

役
と
し
て
の
任
期
に
よ
る
。
 

（補
助
職
員
）
 

第
十
四
条
 
第
十
一条
に
規
定す
る
も
の
の
ほ

か
、
広
域
連
合
に
必
要
な
吏
員
そ
の
他
の
職

員
を
置
く
。
 

（選
挙
管
理
委
員
会
）
 

第
十
五
条
 
広
域連
合
に
選
挙
管
理
委
員
会
を

置
く
。
 

2
 
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
四
人
の
選
挙
管
理

委
員
を
も
「
て
こ
れ
を組
織
す
る
。
 

3
 
選
挙
管
理
委
員
は
、
関
係
市
町
村
の
選
挙

権
を
有
す
る
者
で
、
人
格
が
高
潔
な
者
の
う

ち
か
ら
、広
域
連
合
の
議会
に
お
い
て
こ
れ

を
選
挙
す
る
。
 

4
 
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
 

（
監
査委
員
）
 

第
十
六
条
 
広
域連
合
に
監査
委
員
二
人
を
置

く
。
 

2
 
監
査
委
員
は
、
広
域
連
合
長
が
、
広
域
連

合
の
議
会
の
同
意
を
得
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
 

広
域
連
合
の
財
務
管
理
、
事
務
の
経
営
管
理

そ
の
他
行
政
運
営
に関
し
優
れ
た
識
見
を
有

す
る
者
（
次項
に
お
い
て
「識
見
を
有
す
る

者
」
と
い
う
。）
及
び
広
域
連
合
議
員
の
う
ち

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一人
を
選
任
す
る
。
 

3
 
監
査
委
員
の
任
期
は
、
識
見
を
有
す
る
者

の
う
ち
か
ら選
任
さ
れる
者
に
あ
「て
は
四

年
と
し
、広
域
連
合
議
員
の
う
ち
か
ら選
任

さ
れ
る
者
に
あ
「
て
は
広
域
連
合
議
員
の
任

期
に
よ
る
。
た
だ
し
、後
任
者
が選
任
さ
れ

る
ま
で
の
間
は
、そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
を

妨
げ
な
い
。
 

第
四
章
 
経
 
費
 

（
広
域連
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法）
 

第
十
七
条
 
広
域連
合
の
経
費
は
、
次
に
掲
げ

る
収
入
をも
「
て
充
て
る
。
 

関
係
市
町
村
の負
担
金
 

事
業
収
入
 

国
及
び
県
の支
出
金
 

地
方
債
 

そ
の
他
 

2
 
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
負
担
金
の額
は
、
 
 広

域
連
合
の
予
算
に
お
いて
定
め
る
も
の
と

し
、
そ
の
負
担
割
合
は
、別
表
第
一
の
と
お

り
と
す
る
。
 

第
五
章
 
基
 金
 

（
ふ
るさ
と
市
町
村
圏
基
金
の
設
置
）
 

第
十
八
条
 
関
係
市
町村
の
計
画
的及
び
一
体

的
振
興
整
備
を
図
る
た
め
、条
例
で
定
める

と
こ
ろ
に
よ
り
、
「
が
る
西
北
五広
域
ふ
る

さ
と
市
町村
圏
基
金
（
以
下
「基
金
」
と
い

う
。）
を設
置
す
る
。
 

2
 
基
金
は
、
関
係
市
町
村
か
ら
の
出
資
金
等

に
よ
り
積
み立
て
る
も
の
と
す
る
。
 

3
 
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、第
四

条
第
二
号
に
規
定す
る
事
業
を
実
施
す
る
た

め
の
財
源
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。
 

（関
係
市
町
村
か
らの
出
資
金
）
 

第
十
九
条
 
基
金
に
積
み
立
てる
関
係
市
町
村

か
ら
の
出
資
金
の
額
は
、
別
表
第
一
の
と
お
 
 

り
と
す
る
。
 

筆
ハ
章
 
雑
 則
 

（
規則
（
の
委
任
）
 

第
一
一
＋
条
 
こ
の
規
約
の
施
行
に
関
し
て
必
要
 

な
事
項
は
、
広
域
連
合
長
が
規
則
で
定
め
る
。
 

附
 
則
 

1
 
こ
の
規
約
は
、
青
森
県
知
事
の
許
可
の
あ
 

「
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2
 
別
表
第
一
の
規
定
に
か
かわ
ら
ず
、
平
成

十
一
年
度
の
関
係
市
町
村
の
負
担
金
の額
の

算
定
に
当
た
「
て
は
、
同
表
中
「
介
護
認
定

審
査
件
数
割
」
と
あ
る
の
は
、「平
成
十
年
度

青
森
県
要
援
護
老
人
等
調
査
の
要援
護
老
人

数

（
在
宅
寝
たき
り
老
人
、
在
宅
痴
呆
性
老

人
、
特
別
養
護
老人
ホ
ー
ム
措
置者
、
老
人

保
健
施
設
入
所
者
、
長
期
入
院者
、
在
宅
虚

弱
老
人
及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム措
置
者
を合

わ
せ
た
者
の
数
を
い
う
。）
割
」
と
す
る
。
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連
載
第
三
回
 

保
険
証
を
持
参
す
れ
ば
い
つ
で
も
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険

と
は
異
な
り
、
介
護
保
険
で
は
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
前
に
一
連
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
れ

く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
を
公
平
に
判

定
す
る
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
て
か

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

今
回
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
申
請
し

て
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
ま

で
の
手
順
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
は

平
成
十
一
年
十
月
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

五所川原市役所 公35-2111 

利
 
用
 
者
（
被
保
険

者
）
 

●

認
定
の
効
果
は
申
請
の
時
ま
でさ
か
の
ぼ
る
 

の
で
、

申
請
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ

ス
を
使
い

始
 

め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

ノ
 

医
師

の
意
見

書
 

●介護の専門知識を持つ調査員が訪間し、本
人の心身の状態などを全国共通の「調査票」 
に基づいて調査します。また同時にかかり
つけの医師の意見を書面で求めますが、い
いな場合は市が指定する医師の診断を受け
ることになります。 

訪問調査の際に 
調査項目に関連して
書き取ってきた事項 

●心身の状態などの調査の結果を 
ーコンピュータに入力し、介護に

必要な時間を推計します。 

コンピュータによる

判 定 

●

介
護
を

必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を

介
護
保
険

証
を

添
え

て
申
請
し

ま
す
。

申
請
は
、

本
人

の
ほ
か

家
族
で
も

出
来

ま
す
。
 

ま
た
、
お
近
く
の
居

宅
介
護
支
援
事
業
者

（
在

宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど

）
や
介
護
保
険

施
設
な
ど

に
依
頼
す
れ
ば
、

申
請

手
続
き

の

代
行
を
し

て
く
れ

ま
す
。
 

訪 

問 

調 

査 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）
※
チ
ェ
ック
4
の
説
明
）
 

《
認
定
さ
れ
た
ら
、

介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
を

つ
く
り
ま
す

》
 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
状
態
や
能
力
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
と
量
を
組
み
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
を
作
成
し
、
保
険

者
で
あ
る
市
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
利
用
し
た
ら
よ
い
か
を
本
人
、
家

族
で
決
め
て
い
く
の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な

ど
の
専
門
機
関
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
（
こ

れ
に
か
か
る
費
用
は
、
全
額
保
険
適
用
で
無
料
で
す
）
 

《
 



《
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
》
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
種
々
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
機
関
が
連
携
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
 

Jぐ
叱
ご
ぐ
唱
丁ぐ
〉
ぐ）
「
叱り
叱h
Jぐ
Jジ
ぐ
い
ぐ
を
・
ぐ
叱
り
叱
」

唱
り
Jぐ
J
ブ
 

緊
急
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
があ
る
と
き
 

申
請
し
て
か
ら
決
定
通
知
が
届
く
ま
で
約
三
十
日
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
が
緊
急
を
要
し
て
い
る
場
合
は
、
要
請
の

日
か
ら
と
り
あ
え
ず
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
自
分
で
か
か
っ
た
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
立
て
替
え
て
、
認
定
後

に
介
護
保
険
か
ら
払
い
戻
し

（
償
還払
い
）
を
受
け
ま
す
。
 

”
・
 
「
 

※「要支援」・「要介護」の人は、どれくらいの介

護が必要かによって、 6段階の区分に分けられま

す。この区分によって、介護保険で受けられるサ 

ービス費用の限度額などが決まってきます。（次

回以降で詳しくお知らせいたします） 
要支援 

要介護 

要介護 

要介護 

要介護 4 

要介護 5 
介護保険の 

サービスは 

受けられません 

●認定されなかった高齢者にも、市町村の独

自の事業として介護保険以外のサービスが

行われることがあります。 

／
 

、
 

/
 

、
 

●

審
査
会
の
委
員
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
関
す
る
専
門
家
5
 

人
程
度
で
構
成
し
ま
す
。
 

※
チ
ェ
ッ

ク
4
 

●

要
介
護
認
定
は
、
原
則
と
し
て
 

6
か
月
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
 

ー
 

n
ノ
」
 

〔
‘u
 

●

認
定
結
果
に
不
服
が
あ

る
場
合
、
都
道
府
県
の
 

「介
護
保
険
審
査
会
」
に

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
 

非該当三 

鷲 

査 

判 

, 

次
回
は
、
「要
介
護
認
定
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（ケ
ア
プ
ラ
ン
）
」
 
につ
い
 

て
、
さ
ら
に
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 問

い
合
わ
せ
先
 
介
護
保
険
課
 

メ
か
”J
に
」
「
幸
幸
ザ
‘)”
ボ
弔
弓
弓
か
い

考
・
・
いりと
”
考
考
幸
弔
か
”
 
争
心
 

●

．
 

伽眺｝嘱γ挑き曲」却甘吾嚇1俄、」一魯嚇喝り曲愛瑠b幌×恥母 

「老人保健福祉計画」●「介護保険事業計画」 
作成委員会の委員を募集します 

市では、今後の本格的な高齢社会に備え市内に生活す
る全ての高齢者が安心して生活していけるよう、高齢者
の実態やニーズを十分に踏まえた第二次老人保健福祉計
画並びに介護保険事業計画を作成いたします。 

この計画作成に、地域住民の代表として参加してくだ
さる委員を募集いたします。 

◇応募資格 
・市内に住所を有する方で、作成委員会開催時に出席可 

能な方。（平日午後の開催が多く、平成11年度中に 低 

5 回開催する予定です） 
◇募集人員 5名 
◇応募方法 次のものを提出していただきます。 
・氏名、生年月日、性別、住所、電話番号、職業、略歴

を明記したもの。（様式は問いません） 

・作文 「これからの福祉や介護について」 
(400字詰め原稿用紙1~2枚程度） 

◇申込先 介護保険課 
◇申込締切 4 月16日（金）必着 

◇結果発表 
応募者全員に 4 月末日までに通知いたします。 

a闘”綿 

ト要介護認定の申請から認定まで 

9 平成11年4月1日 	五所川原市役所 公35-2111 



Inf⑥mlat狗n 
建
築
住
宅
課

内
線
3
3
0
 

小
さ
な
掛
け
金

大
き
な
補
償
 

ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う
 

台
0
1
7
7
(2
3)
1
62
7
 

内
線
5
2・
5
3
 

ス
ポ

ー
ッ
安
全
保
険
は
、
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
や
指
導
者
の
方
々
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
、障
害
保
険
と
賠

償
責
任
保
険
及
び
共
済
見
舞
金
を
組
み

合
わ
せ
た
総
合
補
償
制
度
で
す
。
ス
ポ
 

ー
ツ
活
動
だ
け
でな
く
、
コ
ー
ラ
ス
、
 

「第
事
回
 

あ
お
も
り
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
 

参
加
者
募
集
 

市
福
祉
事
務
所
高
齢

福
祉
課

高
齢
者
対
策
係
内

線
5
4
2
 

船
上
等
で
の
い
ろ
い
ろ
な
研
修
や
共

同
生
活
な
ど
社
会
参
加
を
通
し
て
、
多

く
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
生
き
甲

斐
の
高
揚
と地
域
活
動
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
 

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

7
月
2
7日
因
5
7
月
3
0日
囲
の
3
泊

4
日
 

2．運動の重点 

(1）新入学（園）児の安全指導 

(2）児童に思いやりのある運動の推進 

I 新入学（園）児の 
交通事故防止運動 

1.期間 4月 6 日（火）'-4月12日（月） 

の 7 日間 

◇
コ
ー
ス
 
青森
港
出
航
ー
（
洋
上研

修
2
泊
）ー
東
京
港
着
ー
陸
上
研
修
 

（施
設
見
学
、
1
泊
）ー
J
R
バ
ス
に

て
青
森
着
（
解
散
）
 

◇
参
加
資
格
 

・

市
内
在
住
者
で
平
成
1
1年
7
月
1
日

現
在
、
満
6
0歳
以
上
の
方
。
 

・

心
身
共
に
健
康
で
、
船
内
及
び
陸
上

で
の
団
体
生
活
に適
応
で
き
る
方
。
 

・

過
去
に
あお
も
り
シ
ニ
ア
洋
上セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い方
。
 

◇
募
集
人
員
 
9
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

◇
参
加
者
負
担
金
 

1
人

5
8
、o
o
o
円

（
予定
）
 

◇
募
集
期
間
 
4
月
1
2日
同
5
5
月
7
 

目
岡
の「1
6時
ま
で
。
 

市
民
民
謡
教
室
 

の
お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
 

内
線
5
5
6
 

5
創
作
民
謡
を
歌
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
5
 

●

4
月
1
3日
・
4
月
2
7日
・
5
月
1
1日
 

5
月
2
5日
・
6
月
8
日
・
6
月
2
2日
 

の
各
火
曜
日
 
1
0時
5
1
1時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一

さ
ん
 

（
市伝
統
文
化
功
労
賞受
賞
者
）
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

シ
イ
タ
ケ

栽
培
の
 

オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し

ま
す
 

農
政
課
内

線
3
5
2
 

市
か
ら
指
定
さ
れ
た
期
間
に
来
園
し

て
い
た
だ
き
、
植
菌
か
ら
収
穫
ま
で
、
 

シ
イ
タ
ケ
栽
培の
体
験
コ
ー
ス
を
契
約

す
る
も
の
で
す
。
 

◇
実
施
場
所
 
「味
噌
ケ
沢
・
野鳥
の

村
」
ふ
る
さ
と
林
間フ
ア
ミ
リ
ー
園

◇
募
集
口
数
 
1
5
o
口
（1
人
2
口
ま
で）
 

◇
入
園
期
間
・
植
菌
 
4
月
1
8日
回

※
植
菌
会
場
は
ふ
る
さ
と
林
間フ
ア
ミ

リ
ー
園
と
な
り
ま
す
。
 

◇
契
約
料
（
契約
者
に
は管
理
保
証
書

を
交
付
）
 

1
口
（ホ
ダ
木
4
本
）
1
、5
0
0
円

※
菌
、
管
理
料
込
み
 

◇
申
込
期
日
 
4
月
1
4日
困
ま
で
 

※
電
話
に
て
お
申
し込
み
く
だ
さ
い
。
 

岩
木
山
の
眺望
、
ェ
ル
ム
の
街
に
隣
 

接
し
た
閑
静
な
住
宅
街
に
、
あ
な
た
も
 

住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 一般
住
宅
金
融
 

公
庫
の
融
資
も付
い
て
い
ま
す
。
 

〇
募
集
期
間
 

4
月
7
日
困
5
4
月
2
0日
因
 

◇
募
集
区
画
 
3
0一戸
 

●

分
譲
説
明
会
 

4
月
1
0日
田
 
ェ
ル
ム
の
街
s
c
内
 

文
化
セ
ン
タ
ー
 

◇
申
込
資格
 

・

申
込
人
が
、
建
物
引
渡
後
た
だ
ち
に
 
 

入
居
で
き
る
こ
と
。
 

料
理
教
室
な
ど
の
文
化
活
動
も
対
象
と
 

・

毎
月
の
返
済
額
の
5
倍
以
上
の
月
収
 
な
り
ま
す
。
 

が
あ
り
、
か
「
返
済
見
込
み
が
確
実
 

◇
保
険
期
間
 
申
込
日よ
り
平
成
1
2年
 

な
方
。
 

3
月
3
1日
ま
で
 

・

申
込
日
現
在
の
年
齢
が
7
0歳
未
満
で
 
◇
掛
け
金
 

あ
る
こ
と
。
 

・
中
学生
以
下
の
団
体
、
成
人
の
文
化
 

・

連
帯
保
証
人
をた
て
ら
れ
る
方
。た
 

活
動
等
の
団
体
H
4
5
0
円
 

だ
し
、
助
公
庫
住
宅
融
資
保
証
協
会
 

・
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
H
8
o
o
円
 

利
用
の
場
合
は
除
き
ま
す
。
 

・
大
人
の
団
体
H
l
、4
0
0
円
 

・

日
本
国
籍
の
方
、
又
は
外
国
人
（
永
 
◇
保
証
金
 

住
許
可
を
受
け
て
い
る
方
、
平
成
3
 

・
入
院1
日
に
つ
き
4

、0
0
0
円
 

年
法
律
第
7
1条
に
よ
る
特
別
永
住
者
）
 

（
老
人ク
ラ
ブ等
の
団体
は
1
、8
o
o円
）
 

の
方
。
 

・
通
院1
日
に
つ
き
1
、5
0
0
円
 

◇
お
間
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所
 

（
老人
ク
ラ
ブ等
の
団体
は
1
、o
o
o円
）
 

・

市
役
所
 
建
築住
宅
課
 

◇
問
い
合
わ
せ
 

9
時
5
1
6時
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）
 
・
助
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部
 

・

青
森
県
住
宅
供
給
公
社

（
青森
市
新
 

青
森
市
大
字
安
田
字
近
野
2
3
4
17
 

町
ニ
丁
目
四
二
 青
森
県
共
同
ビ
ル
 

”
o
l
7
7
(8
2)6
9
8
4
 

8
階
）
 
9
時
5
1
6時
ま
で
 

・
市
教
育
委
員会
 
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成11年4月1日 10 



平
成
1
1年
度
 

五
所
川
原
市
労
務
職
員
 

の
募
集
 

1
 

1
 

五所川原市役所 容35-2111 平成11年4月1日 

◇
受
付
時
間
 
9
時
、
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄
本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人

（
抄
本
）
の
交付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（
年金
受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
弁
護
士
会
 

西
北
五
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

青
森
県
弁
護
士
会
 

公
0
1
7
7
(
7
7)
7
2
8
5
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
3時

、
1
5時
契
万

※
た
だ
し
、
8
月
3
日
因
、
1
2月
2
8日

因
及
び
火
曜
日
が
祝
祭
日
と
な
る
日

は
休
み
ま
す
。
 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
9
時
か
ら
1
7
 守
し
ま
す
。
 

時
ま
で
）
 

な
お
、
手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

は
『
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
』
を

明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●

青
森
県
弁
護
士
会
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
3
1
2
6
 

際
 
0
1
7
7
(2
2)
3
1
8
1
 

青
森
県
あ
す
な
ろ

尚
学
院
 

基
礎
過
程
 
五
所

川
原
校
 

学
院

生
募
集
 

県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
 

丑
0
1
7
7
(
3
9)
1
2
5
ー
 

5
0歳
以
上
の
方
の
社
会
参
加
と
生
き

が
い
の
創
造
を
目
指
す
学
習
の
場
で
す
。
 

●

5
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
金
曜
日
 

1
8日
間
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
内
容
 
「
健
康
」
「
文
化
」
「
歴
史
」
 

「自
主
」
 
の4
科
目
に
つ
い
て
各
1
5
 

時
間
（
年
合
計
6
0時
間
）
の
学
習
と
 

ク
ラ
ブ
活
動
 

開 時 	間 場 	所 

交通事故相談 第 2・ 4 火曜日 1O:O0-15:OO 

市 民 課 

（市民相談室） 

人 権 相 談 毎週 金曜日 10:OO-15:OO 

行 政 相 談 第 2 ・ 4 木曜日 13:00- 15:00 

税 務 相 談 

毎月 第 2 水曜日 

ただし、 
7・8・2・3 月を除く 

10:00 -15:00 

◇
職
種
 
労
務
職
員
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
3
5年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
9年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
 

中
学
校
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
。
 

◇
探
用
予
定
人
員
 
若
干
名
 

◇
試
験
日
程
 
4
月
2
0日
因
 

1
1時
よ
り
 
市
中
央
公
民
館
 

◇
試
験
内
容
 

作
文
試
験
及
び
面
接
試
験
 

◇
受
験
申
込
用
紙
等
 

4
月
1
日
困
よ
り
人
事
課
で
配
布
し
 

ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 

4
月
1
日
困

1
4
月
1
5日
困
 

南
部
地
区
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
 

区
画
整
理
室
内
線
3
2
5
 

「広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
1
月
1
5日

号
で
お
知
ら
せ
し
た
南
部
地
区
土
地
区

画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙
は
、
届
け

出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
選
挙
す
べ

き
委
員
の
数
を
超
え
な
い
の
で
投
票
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

土
地
所
有
者
か
ら
選
ば
れ
た
審
議
会

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 （敬
称
略）
 
 ◇

元
 
町
 
小
田
桐
一
雄
、
小
田
桐
賓
 

葛
西
喜
一
、
葛
西
良
一
 

工
藤
秀
四
郎
、
本
荘
 
実
 

木
村
健
一
 

渋
谷
正
夫
 

外
崎
 
勲
 

小
田
桐
国
光
 

木
村
時
雄
 

平
山
敏
展
 

学
校
体
育
施
設
（体
育
館
）
 

開
放
事
業
の
お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 ス
ポ

ー
ッ
健
康
課
 

内
線
5
6
1
 

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
 

学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す
 

〇
開
放
期
間
 
4
月
1
9日
卿
ー
1
2月
1
7
 

日
岡
 
1
8時

、
2
1時
 

※
た
だ
し
、
学
校
の
授
業
、
部
活
動
等

で
開
放
期
間
、
時
間
等
の
変
更
も
あ

り
得
ま
す
。
 

◇
開
放
場
所
 
五
所
川
原
小
学
校
・
南

小
学
校
・
中央
小
学
校
・
東
小
学
校
 

・

五
所
川
原
第
一
中
学
校
・
五
所
川
 

原
第
三
中
学
校
・
三
好
中
学
校
 

◇
利
用
条
件
 

5
名
以
上
の
団
体
で
ス
ポ
ー
ッ
安
全
 

保
険
に
加
入
済
み
の
団
体
 

◇
申
込
期
限
 
5
月
1
4日
固
ま
で
 

※
申
込
団
体
は
事
前
に
、
必
ず
ス
ポ

ー
 

ッ
健
康
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
利
用
く
だ
さ
い
I
・
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課

内
線

2
0
1
2
2
0
6
 

五
所
川
原
商
工
会
館

2
階

（
駅横
）
 

◇
相
談
料
 

相
談
時
間
9
9万
に
つ
き
5
、o
o
o円

※
た
だ
し
、無
資
力
者
に
つ
い
て
は
「法

律
援
助
相
談
」
と
し
て
無
料
と
し
ま

す
の
で
、
申
し
込
む
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
方
法
 

青
森
県
弁
護
士
会
へ
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 （休
日
を
除
く
 
 

◇
募
集
人
員
 
西北
地
区
全
体
で
5
0歳
 

以
上
の
方
4
0人

（
申込
多
数
の
場
合
 

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

◇
申
込
期
間
 

4
月
5
日
卿

、
2
0日
因
 

一窓
口
相
談
 

の
こ
案
内
 

市
民
課

内
線
2
2
ー
 

相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は
厳
 

◇◇◇◇く＞◇く＞
姥田鳥金鎌八 

湊 	 谷重
落町森山町菊 



日
  

曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

太
ポ
一鵬
一
娯一
 
 

4
→
 
 

口
］
 
 

ャマハ音楽教室発表会 13: 00 無 	料 

4
'
 
 

日 RCウインターシリーズレース 9 : 00 無 	料 

り（三 
7
  

水
  

ii: 00 
前売500日

当日700円 
五所川原民謡協会発表会 

+
  

18 日 RCウインターシリーズレース 9: 00 無 	料 
り、 

~ 

ノ以 

20 火
  

楼井哲夫ソロアルバム 

「21世紀の扉」発売記念ッアー 
19 : 00 

前売 

4,000円 

25 日
  

小原流五所川原支部 

創立40周年記念式典及び講習会 
13 : 00 会員券 

28 

29 
水
木
 

ビックアロ一激安展示即売会 1O 】 00 無 	料 

平成10年度当募金委員会に寄せられた募金の 
総額は 
Iロ，4己2,9s3円です 

み女さまのぬくもり、ありがとうございました
大切安募金は、今年もいろいろま福祉の場面で
役立たせていただきます。 

春の火災予防運勲r ニー一ー 

「気をつけてはじめはすべて 
ちいさな火」 

実施期間 4 月 5 日（月）-.4月11日（日） 

一県下一斉に春の火災予防運動が始まりますノー 

五所川原地区消防事務組合消防本部並びに

五所川原消防署では、防火PRのための街頭

ノぐレード等を実施します。 市民の皆さん 「火

の用心 7 つのポイント」 を守って防火にご協

力ください。 

◇火の用心 7つのポイント 

I． 家のまわりに燃えやすいものを置かない。 

2，寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。 

3． 天ぶらを揚げるときは、その場を離れな 

、o 

4． 風の強いときは、焚き火をしない。 

, 	b ナともには、  マ ソナヤフ 4 ター  でュ妊はせ 

ない。 

6．電気器具は正しく使い、たこ足配線はし 

ない。 

7． ストーブには、燃えやすいものを近づけ 

ない。 

◇主な行事 

・4月5 日（月） 9時～12時 

消防車両による防火パレード 

・4月6 日因 9時～12時 

市消防団の車両による防火パレード 

・4月7日（水） 10時～11時 

1 日消防官、五所川原地域防災協会並びに 

幼年消防クラブによる街頭パレード 

し 

I 

癒顔涛競鯵羽根募魚房鋤揚甥-\ Jr.v4賜転彩 
『寒いね』と話しかければ 

『寒いね』と答える人のいるあたたかさ

をキャッチフレーズとした募金運動に

このように多くの善意が寄せられまし

た。あ t)がとうございました。 

募 	金 内 訳 
戸 別 募 金 6, 330, 469 

大 口 募 金 1, 580, 000 

街 頭 募 金 42 6, 55 3 

学 校 募 金 3 1 	2, 298 
職 域 募 金 21 	4, 939 
そ 	の 	他 5 5, 534 

歳末たすけあい 1, 503, 200 

合 	計 1 0, 4 2 2, 99 3R 

当市の赤い羽根共同募金は 

五所川原市共同募金委員会 
が担当しています 

五所Il原市字岩木町12番地（社会福祉協議会内）。34一3494 ノ 
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細し 、 せ 

◇
心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持
ちの
方
）
 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

成
人
の
相
談
日
 

献
血
の
こ
案
内
 

み
ん
な
の
健
康
教室
 

●

4
月
1
4日
困
 

1
0時
5
1
2時

・
1
3時
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

●

4
月
2
3日
岡
 
1
3時
5
1
4時
 

市
働
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転作集団に入っていない農業者の野帳 
（転作及び共済）受付について 

転作集団に入っていなしH固人転作農業者の野帳の受付を下記の日程で実

施します。当日は皆さんから転作及び稲作を行う場所と面積をうかがって

野帳に記入しますので、 よろしく才3願いいたします。なお、印鑑と転作C) 

配分通知書をお持ちください。 

日 	時 	・ 	場 	所 対 象 士也 区 

9 : 00-12 】 00 コミセン栄 栄地区（湊、姥落、稲実、猫測） 
4月5日（月） 

13 : 00---16 : 00 コミセン栄 栄地区（三ッ谷、広田、 七ッ館） 

9 : 00----12 : 00 コミセン松島 松島f也区： 
4月6日（火鴻 

13 : 30-16: 00 コミセン毘沙門・長富 毘，少門・長富地区 

9 : 30-12 : 00 コミセン長橋 長橋地区（豊成、福山） 
4月 7 日（水） 

13 : 00-16 : 00 コミセン長橋 長橋地区（上記以外の集落） 

9 : 00-12 : 00 小曲農村婦人の家 小曲；地区： 

4月8日（木） 津軽広域農業共済 旧市内」也区、三好州区、 中川」也区 
13 : 00-16 : 00 

組合北五支所 飯詰地区、梅沢地区 

9 : Oft-12 】 00 市農協七和支店 俵元、原子、羽野木沢 
4月9日（金） 

13 : 00-16 : 00 市農協七和支店 持子考ミ、高野、前田野目 

※ 当口都合のつかない方は、 4月19日以降に米を予糸勺している農協又は業者 

のところで、米需給安定対策、稲作経営安定対策の加入申込とあわせて野帳

の記入押印をおこなってくださし、 

市役所経済部農政課 

麟薦鵬勲書翻合」師支所‘③3一15 
交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 .11年 3 月20日現在） 

( ）内は、前年対比 

運転はゆったりハートにしっかりベルトー 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

毎月1日は、県民交通安全の日 

13 平成11年4月 lH 	五所川原市役所 公35-2111 
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酒蒸しまル轡ゆうI 
一 、‘、I ノ‘ー”ハ、 	酒粕はすり鉢ですり 
材 料（10個分） 混をだ複了盾歩万を加 

薄力粉 	8og えてかたさを調整しま 
大和芋 	3og す。大和芋はおろしが 

ー（す竺おろし）一一 ねではなく、すり鉢で 

竺 警 	聖g なめらかにすりおろす 
ン四 不日 	 bUg 	Jプ、」,H,+ dヘユ さ ユ ノ 'I 
一,＋一→→二＋ノ 。ハハー vノ刀ユノ又 2m7Jイノり刀ユ、ロ. 
口の 9 己のん 乙uJど 上げるコツです。 

〈作り方〉 

①酒粕はすり鉢でよくすり混ぜ、裏ごしする

とろりとしてヘラですくってもたれない程

度に。 

②大和芋はすり鉢ですりおろし、砂糖を少し

ずつ加える。よくすってから酒粕を加えて

混ぜる。 

③薄力粉はふるっておいて②に加えゴムベラ

で混ぜまとめる。 

④手に粉をつけ、③をまな板にとり、10個に 

分け丸めた白あんを包み腰高に形を整える

⑤蒸し器に専用紙を敷き、蒸気の立ったとこ 

ろへ並べ、霧をふき強火で13分蒸す。 

※あら熱がとれたら、手に油をつけてとると

きれいにとれます。 

材 料（10個分） 

薄力粉 	80g 
大和芋 	30 g 
（すりおろし） 
砂 糖 	80 g 
酒 粕 	50 g 
白あずきあん 200 g 

に
 

春です．ノ 
おやつですノ 

五所I'源市食生活改善推進員会 
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シリーズ 

私の健康づくり 
- _ S *  e -'  - - e  ' S - -

- - 	 - _ 

普通の暮らしと 

ちょっとした気遣いが健康の秘訣 

今回は汗を流して働き、笑顔で暮らしてい

ることが1番の健康の秘訣と話す長尾正直さ

んを紹介します。 

長尾さんのお宅は兼業農家で夫婦共稼ぎの

ごく一般的な家庭です。 「しかしこうした暮

らしも健康であるからこそ」 という長尾さん

は、働くときは汗をI充し、眠るときはぐっす

り眠る、また家族や仲間との交冴iを大切にし、 

みんなでしやべって笑うこと、お酒を飲むこ

とが大好きなそうて三す。 

こんな元気な長尾さんも3- 4年前、ヘル

ニアで入院したことがあります。そのときは

とても心配したそうですが、今ではこれも自 

e 分の体質だと思っています。また、孫ができ

たことを契機に毎日40本は吸っていたたば

こをきっぱりやめました。たばこを吸ってい

ない周りの人にも影響することを知っていた

からです。年に 3度の健康診断も欠かしませ

ん。お酒はやめられないので、体にあった飲

み方て二楽しんでいます。 

「こうしたちょっとした気遣いが、 自然に

健康づくりに結てJレっいたのかな、 自分に合っ

た健康法ですね」 と語る長尾さん。個人の生

活スタイルは様々ですが、 自分に合った生活

習慣こそがより健康に近づけることを教えて

くれます。 

はつらつ女性課では、今年度も各種健康

づくり事業を実施していきますので無理の

ない、健康的な生活に是非ご利用ください。 

：・；,ド・’4舌舌剖尋こ・’中呂・：、】富 

月用 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

U4 日
  

桂整形外科医院 
五所川原市字弥生町 

16の1 34-3737 

4/11 日
  

三上眼科医院 
五所川原市字旭町 

59番地 
35-2577 

※1．対応時間（電話で確認）午前 9時から午後 5時
まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内合34-4999）で
紹介します。 

五所川原市役所 容35- 2111 	平成11年4月1日 14 
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